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研究成果の概要（和文）：　本研究は、スポーツにおける「他者との交流」や「コミュニケーション」によって得られ
る人間の多様な生の経験が、体育における「心と体の問題」の解決に向けて貢献できるのだという観点から、「スポー
ツと人間の生の経験」、「スポーツの教育的価値」、「体育における人間形成」について考察した。スポーツにおける
自己の達成は他者との連帯に発展することを明らかにし、スポーツにおける人間の多様な生の経験を体育という人間形
成の営みに取り込むことで、われわれも児童・生徒が直面する「心と体の問題」の解決に向けて貢献できるという知見
を得た。

研究成果の概要（英文）：In this study, from the viewpoint that the living experience of human beings in sp
ort, which is experienced by the communication or activities with others, contributes to solve the issues 
of mind and body problem in physical education, such themes as sport and living experience of human beings
, educational value of sport, and the character building in physical education was examined. We found out 
that the issues of self-performance and self-achievement in sport developed the solidarity with others. We
 also had several knowledge in physical education that we can contribute to solve the children's mind and 
body problem by teaching them in a physical education class through the living experience of human beings 
in sport practice.
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１．研究開始の当初の背景 

本研究の背景には、「いじめ」や「不登

校」「校内暴力」「非行」「学級崩壊」とい

う現象について、学校教育の現場では出口

の見えない難問が山積状態であるという

ことがあった。「いじめ」や「暴力」が原

因で児童・生徒たちが死に追いやられる悲

惨な事件が後を絶たない。このような状況

の下で児童・生徒たちは、自らの学びを阻

害され、「生きる力」を耕せない状況に陥

っているといっても過言ではない。この教

育の荒廃の背後にある「心と体の問題」に

対処すべく、体育においても「心と体の密

接な関連」という理念を追求することによ

って、児童・生徒が直面する問題状況の打

破に貢献しようとした。「多くの問題に直

面する児童・生徒に対して体育は何ができ

るのか」、「公教育としての体育の教育責任

とは何か」ということが強く問われること

になったのである。しかし実際の授業にお

ける具体的な実践の場面では、何をどう指

導すれば「心身の関連」という理念を実現

できるかという戸惑いもあり、また「心と

体を一体として捉える」「自分や仲間の体

や心の状態に気付く」という場合の「捉え

る」「気付く」ということに関する哲学的

問題の検討も不充分なままに残されてい

た。こういう問題の検討をしたうえで、果

たして体育に何ができるのか、そういう疑

問に答えてみたいというのが本研究の動

機であった。 

 これまで体育はその時々の社会的要請

を受け入れながら何がしかの人間形成を

行ってきた。わが国でも、スポーツの人格

形成の可能性に着目しながら、それを体育

に適用しようとした試みが早くからあり、

島田は体育で目指すべき人間像として心

身の調和の取れた徳を身につけた人間を

描いている（島田, 1926）。児童・生徒の

人格形成という総合的な視点からの明確

な方法論を備えた体育論の再構築や、スポ

ーツと人間とのダイナミックな関係構造

のなかでの体育における人間形成の可能

性についての研究が欧米でも行われてき

た（Arnold, 1997）。 

しかしながら、わが国と欧米の双方にお

いて、スポーツにおける人間の生の経験と

人間形成の可能性についての検討は行わ

れていないのが実情である。本研究の背景

には、スポーツを含む人間の生の経験と達

成についての哲学的人間学からのアプロ

ーチ（Lenk, 1983, 1985, 2002）や、それに

影響を受けて行われたわれわれの研究

（Sekine & Hata, 2004）があり、これらの

成果をさらに発展させ、スポーツなどの運

動技能の習得や倫理規範の教育を中心と

してきた従来の体育論を越えた、新たな体

育論を示そうとする意図が本研究にはあ

る。つまり本研究は、哲学的人間学という

これまでとは異なる新しい視点から体育

論を模索しようとする非常に先駆的な研

究である。こうした研究は国外にも例がな

く学術的にみても国際的に非常に画期的

で独創的なものである。 

 

２．研究の目的 

本研究では、スポーツを教材とする体育

でなければ成しえない人間形成の意義を

再確認するために、児童・生徒の「心と体」

の問題が人間的な存在への問いと不可分

であるという認識に立ちながら、スポーツ

実践における人間の生の経験とスポーツ

を教材とする体育における人間形成の可

能性について検討しようとした。具体的に

は、スポーツにおける「他者との交流」や

「コミュニケーション」によって得られる

人間の多様な生の経験を、体育という人間

形成の営みに取り込むことで、われわれも

児童・生徒が直面する「心と体の問題」の

解決に向けて貢献できるのだという観点



から、「スポーツと人間の生の経験」「スポ

ーツの教育的価値」「体育における人間形

成」について考察しようとした。 

 

３．研究の方法 

本研究は四年の期間を設けて行った。そ

の際に五つの研究課題を設定した。一年目

の平成２２年度は、（1）「心身を一体とし

て捉える」とはどういうことか、（2）「体

や心への気付き」とは何かということにつ

いて明らかにした。二年目の平成２３年度

は、（3）他者との交流を必然とするスポー

ツ実践における人間の生の経験とは何か

ということが明らかにされた。三年目の平

成２４年度は、（4）「生きる力」を育む体

育におけるスポーツによる人間形成の可

能性について検討した。そして四年目の平

成２５年度は、（5）体育でなければ成しえ

ない人間形成の意義について明らかにし

ようとした。 

 

４．研究成果 

（１）スポーツを教材とする体育でなけれ

ばなしえない人間形成の意義を再確認

するために、児童・生徒の「心と体」

の問題が人間的な存在への問いと不可

分であるという認識に立ち、スポーツ

実践における人間の生の経験と体育に

おける人間形成の可能性について検討

した。体育において「心身を一体とし

て捉える」こと、「体や心への気付き」

とは何かについて、文献をレビューし

ながら検討した結果、それらは自分自

身や他者とのコミュニケーションと深

く関わっていることが明らかになった。

また、スポーツにおいて人間の生の経

験を重視することは、他者について配

慮したり、他者の身体について注意を

払ったりしながら、人間形成を図るこ

とができる可能性を秘めていることが

明らかになった。 

（２）「他者との交流を必然とするスポー

ツ実践における人間の生の経験とは何

か」について文献をレビューしながら

検討した。スポーツが人間の生に対し

て持つ意味の一つに自己の達成への志

向があるが、人間の生は自己に関わる

事柄のみで構成されるものではなく、

他者との関係からも構成されることか

ら、スポーツにおける自己の達成が他

者との連帯に展開することを明らかに

した。他者との連帯は、体育において

は、他者の身体に配慮することができ

る身体を作ることを体験することによ

って可能であることを明らかにした。 

（３）スポーツ実践における人間の生の経

験と人間形成の可能性について、特に

「いじめ」や「非行」の被害に直面す

る児童・生徒に対して体育は何ができ

るのかということについて、研究の手

順を確認することができた。また「ス

ポーツ実践における人間の生の経験と

は何か」について明らかにした。さら

に「『生きる力』を育む体育におけるス

ポーツによる人間形成の可能性」につ

いて検討を進め、スポーツにおける人

間の生の経験が体育において持つ意義

について明らかにした。 

（４）体育でなければ成しえない人間形成

の意義については次のようなことが明

らかになった。スポーツにおけるコミ

ュニケーションは、自己の達成に向け

ての身体的行為や自他の連帯に向けて

の身体的行為によって可能になる。体

育では集団によって具体化される意味

の存在が重要である。体育において勝

敗の意味や集団での達成を学習するス

ポーツ教材が、他者理解のためのコミ



ュニケーションを提供する可能性があ

ることを明らかにした。 

（５）この研究課題によって得られた成果

の一部は、「５．主な発表論文等」に示

したように国内外で発表した。今後の

課題としては、身体教育と人間形成の

関係についてより深く考察することが

あげられる。 
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